
（別紙３）

～ R7年　11月　10日

（対象者数） 29 （回答者数） 22

～ R7年　11月　10日

（対象者数） 9 （回答者数） 9

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

各スタッフがより専門的知識を身に付けることができるよう
研鑽を続けていく。

2

必要に応じて他事業所との連携を図り新しい活動や課題を取
り入れていく。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

SNSで訓練の様子を伝えていく。

2

3

○事業所名 はるleap

○保護者評価実施期間 R7年　10月　27日

○保護者評価有効回答数

R7年　10月　27日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 R7年　12月　12日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

避難訓練等の実施について保護者へ伝わっていない。 当日利用した児の保護者へは口頭で伝えているが、全利用児の
保護者へは伝わっていない。

お子さんの発達成⾧に合った支援ができている。 子どもに合わせたABA・PECS・PEER等の他、自立に向けた
生活スキルトレーニング、中高生向けの就労準備プログラムな
どの支援を行っている。

子どもや保護者が安心して楽しく通所できている。 学びと学びの質を両立できるよう職員同士で意見を出し合い活
動を立案している。
定期的に保護者の困り感などの聞き取りを行っている。

事業所における自己評価総括表公表


